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1.緒 ロ

OCR(OpticalCbaracter Reader)一光学文字読取機-が

電子計算械のデータ入力手段として,従来のか"ドや紙テープ概

器に取って代わる可能性のあるものとして人きな期待をもたれて

から今日まで10年以_Lの年月がたっている｡この間,電子計算機

本体は第2世代から第3世代へ,さらに3こ5世代へと発展し,処

理速度､コストパーフォーマンスは飛躍F伽こ改良されている｡し

か-し計算機への入力手段はあいかわらず従来のカード､紙テープ

が主流を占め､OCRは期待されたほどの伸びを示していない｡

この原因として･は,

(1)読み取る字体,字種の制約

(2)価格が高い

(3)取り扱う伝票のフォーマlソトの制約

(4)紙質,印字品質の制約

など,OCRを使用する面でのめんどうきがきらわれたものと考

えられる｡

しかし.ここ1～2年の問の集積回路技術の進歩によるコスト

の低減,読取方式の進歩による字椎,字体の制限の緩和などOCR

サイドのレベルアップと計算機本体のパーフォーマンスの向___卜や,

キmパンチャの確保の困難さなどに伴うデMタ人力ネックを解消

しなければならないという気運とがあいまって,OCRに対する

認識が改められる傾向が現われてきている｡

OCRのおもなアプリケーションは,ターンアラウンドとデー

タギャザリングのことおりに大別できる｡国内で使用●きれている

OCRの大部分はターンアラウンド業務に使用され,電気,ガス

などの検針業務,保険の収納業務など多くの実績をあげている｡

このOCRは高速,単能という点に特色があー),単純なフォーマ

ットの伝票を高速で大量に処理するのに適している｡

データの発生時点でOCRで読み取る伝票を起票し,これをOCR

センタに集めて処理するデータギャザリングの業務に使用する

OCRは,一般に,処理速度はそれほど高速を要求されないが,

手語き文字の読み取りができる,字種字体の制限が少ない,帳票

フォーマットの自由度が多いなど,運用上の制約が少ないことが

要求される｡

ここで紹介するH-8959 0CRは,読取字絶や,伝票フォーマ

ットの自由度が大きく,価格が安く,従来の単能高速なターンア

ラウンド用OCRではカバーできなかった分野のOCR化をめぎ

して開発されたものである｡
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表1 仕 様

読 取 連 枝

言う■丘取 行 数

行あたり‾文字数

読 取 丈 ′jl

り占1土 偶 成.)

帳 票

チi【‡わ

ホリパ･

娘大36f丈/分,手諮き文字50ノ}二/机 活字100ノf二/砂

子-.l‾モ:き:故人25行/帆活字:穀大29行/校

丁‾こ17き:拉大36文字/行､活ごテ::も之大72文字/行

手‾.1芋き数字0～9,手-ご】壬=き記弓▲CSTXZ一

括字数乍 0～9,括ノト計号 字柑二よリア(なる

り§木偶成として縞ノi一:はOCR-A,OCR-B,407.12F

寸法

く寸法

の

氏

縦

イ

ア

スタッカ

寸 法･車

粂

機

うちどれか
一挿顆の.喜ノ己取り可1

さ145～300mm,幅 95～220nm,.埠さ 0.10一-0.18mm

6～8mm,構4.5～6mIロ

ンプソト･ホリパ 1佃,最大事‾範500校

ウトプット･スタ･ソカ 2佃,故人容量各500校

量 OCR本体 幅1,160×奥行630×高さ1,360(mⅢ)約360kg

.紙子ープパンチ
帽490×奥行425×高さ340(m血)約40kg

-+一
力l紙テープ,JISまたはEBCDIK7ビットコード

源IAClOOVまたは200V単軌 50Hzまたは60Hz

什
構
脚

義

iヱま度5～350c,湿度30～85%

OCR-A‾英文字読舵機吼 OCR-B英文字.読取機吼

マルチフォント数ノj･二読取慌構,ディスプレイ･キ

ナンバりング慌構

ブ

図1 H-8959光学文字読取機の外観
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l■

37



2,特長および仕様

本装置は,読み取った結果を紙テープにせん孔するオフライン

形式のOCRである｡この装置開発にあたっては,次に示すよう

な特長を盛り込むことを目標とした｡

(1)手書き文字の読取りが可能なこと｡

(2)複数行の読み取りができるページ式のOCRであること｡

(3)活字の読取りに関しては,字椎,字体の変更や拡充が容易

にできること｡

(4)---一行の中に活字と手書文字が混在していても読み取れること｡

(5)はがき～A4サイズの帳票が扱えること｡

(6)読取不能文字を検Jl=ノたとき再走査ができること｡

(7)低価格であること｡

以上のようにこの装置は,応用面の自由度を止Jヂることに重点が

おかれている｡

手書き文字に関しては,書き方の制限を極力少なくし,記入者の

負担をなくすよう判定方式に考慮が払われている｡また光電変換

部には高性能と低コストの両方の要求を満たすものとしてレーザ･

スキャナが採用された｡

区=は本装置の外観図を,表1はおもな仕様を示したものである｡

3.構 成

本装置は図2に示すように,紙送り機構,光電変換部,前処理

部,判定論理部,制御部から構成されている｡

(1)紙送り機構

ホッパに積まれている読取帳票を1杖ずつフィードし,光電

変換部でデータを読み取った後スタッカに送り出す機構で,読

取リステーションでは帳票は行ごとに間欠駆動される｡

装置を小形化するとともに,騒音を少なくするため,空気を

佗用せずフリクションによる帳票送り機構を採用している｡

図3は紙送り機構の概要図である｡

(2)光電変換部および前処理部

帳票上の文字を走査し,文字の白黒のパタ【ンを電気信号に

変換する部分で,レーザ光を高速回転する多面体ミラーで偏向

させるレーザ･スキャナを使用し,紙面からの反射光を光電子

増倍管で検出する方法をとっている｡

前処至里部は次のような機能をもつ回路系で構成されている｡

正純
ステー
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(a)電気信号に変換された文字パターンを0.12～0.24mmのメッ

シュに分割して判定論理部に送る｡

(b)文字の部分的な欠けの補充および孤立したノイズの除去｡

(c)手書文字の場合,文字中心線以外の不要な情報を除去する

細めを行なう｡

(3)判定論理部

前処二哩部から送られた文字パターンから特徴抽出を行ない,

所定の文字として判別する認識L那各系で,活字の場合,マッチ

ング方式を,手書き文字の場合は方向の変化に注目して特徴の

抽出を行なう方式を採用している｡

(4)制御部

読み取るべき帳票のフォーマットに従って,紙送りや光電変

換部の走査位置を制御するフォーマ､ソトコントロール,読取不

能文字が検出された場合の再走査や表示装置への読取不能文字

の表示などを制御する回路系から成る｡また,読み取った結果

紙送りの方向

↑
占 3 2

光電変換部｢

PD♯3

PD‡4

注:PD=ホトテイチクタ

PD♯2

タ･ソカ選択弁

l)D‡土1

+バーースヘルト

アクセ7‾ト

スタ･ノカ

図3 紙 送 り 機 構 概 略 図

光電子増倍管苧
＼投ヂ光ミト
＼くもトザ

+仙t 文字信号

ビ デ オ 処 理 回 路

(ア ン プ,AD変損な ど)

JtnJt

処 理 部

判 定 論 理 茄

制 御 部

図2 構

紙テープせん礼機へ

成

セパレータローラ

ピソクア･ノ71ローラ

ホ･ソハ

りジュクトスタ･ソカ
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表2 光電変換方式の比較

ノ/

?柑ミラ

(1)レ▲▼叶か･`〕

㌧‾‾丁=[二]
トト･7走作I京即

(2)剛互ミラ一によりその光線ほ申直方向((イ=川小
け

に別ける.

(3)水乍ミうー･:二よりそ7壮齢ま水-･平方向((ロ=了l｢り)

) に椎刺する-
(4)株主7=二にムいては卜.i亡のよ･=二′亡允‾rる二±になる

(5)レン■てはた線を′トさい経:二絞るた〆=二脚IJしている

先の起た

い郎り 胤
枇柴

図4 レ
ー ザ ス キ ャ ナ 概 略

START

和宣ん内

水平方【r】j

光`fに変換の方式 刷 L■】 欠 占

†

lヒ

l′一

的

方

Jて

フライング･スポ

･ソト･スキャナ

(1)`丘｢一的方法であるので

走塵を高速にできる｡

(2)自由な走在ができんい口

曲が止し､｡

(3)んじ答速度が速い｡

(1)晰三言村上遥か必賓になる｡)

(2)高托iE源が必要｡

(3)形が大きくなる｡

ビジコン･十ユー

7､

(1)`.一旨了･的ノJ法であるので

走並を高速にできる｡

(2)小形にできる｡

(3〉視感度に合った分光特

性のものが村やすい｡

(1)素‾Fの配列のLかたに

より並列処理ができる｡

(2)応答速度が速い｡

(3)ほかの方式に比較Lて

長寿余｡

(1)矧別封ナ巨があるため高

速走査グ)場合,残像補正

のために特殊乙･手段が必

要｡

(2)広域走奄に対Lて不札1

ルに素｢一グ)配列

(一一次元,二次元)

(1)糸J㌧のばらつきを小き

く押える必要がある｡

(2)脚幅巨舶各を多数必要と

する｡

餞ノJ

帖

的式

し叫･転円枇､rUl転ミ

ラーによる走推

iE妄〈凹路が単純にできる｡ (1)走加速度がおそい｡

(2)袖推な走解かできない｡

を紙テープせん孔瑞で紙テ【プに出力するための制御系も含んで

いる｡

4.光電変換部の方式

レーザのOCRへの利用は次のことおりの方法が考えられる｡

(1)光電変換部への利用-スキャナの光源として利用する方法

(2)判別論理部への利用-レーザ光のコーヒレントな性質を

利用して特徴の抽出や識別に利用する方法

(2)の方法はまだ研究の段階で,従来のメッシュ化された文字パ

ターンから論理的操作により特徴柚批 判定を行なう方式に比べ

て,判定の精度や安定性に未解決の問題が多く,実相されるには

至っていない｡

丈｢i二走た

■ -i二化

舶 処 理

人ききの_汁二税化

欠けうめ

ノイズl㍍ミよ

文字♂〕切り州L
細め

4範l炎r号l;甘柿徽相川

十 エ
ー
ン･コ

ー ｢化

牌
選一∠

凍62

トズ】5 fT‡き‾丈ノi一:判左方式

(1)の方法はレーザ光のもつ強度,指向性など従来の光源にない

すぐれた特性を生かしたもので,レーザをスポットサイズの′トさ

い点光源として使用するものである｡

OCRの光電変換の方法としては,従来から用いられているも

のとして,表2に示すようなものがある｡

本装置で使用しているレーザ･スキャナの概略は図4に示すと

おりである｡これはフライング･スポット･スキャナ(FS S)

の光源であるCRT(Cathode Ray Tube)をレーザに置き換え

たものである｡FS Sの場合,スポットの偏向は偏向コイルの電

流により白由に制御できるが,レーザの場合には偏向が自由に制

御できないため,ミラ)を便用して機械的にスポットの偏向を行

なっている｡したがってFS Sのもつ高速,偏向制御の自由度が
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大きいという特徴は失われるが次のような利ノ如i'ある｡

(a)S/Nの向上

紙面からの反射光の検出に使用される光電子卿吾管のS/Nほ

入射光量に比例する｡また,入射光量の増大に作い,外部光の

影響を卦ナるのが少なくなるため,外部光をシールドする暗室

が不要になる｡

(b)高分解能

FS Sの場合,分解能を卜げるためには､スポットサイズの

小さなCRTを使用すると同時に,光学系ではレンズ全面にわ

たって各柿の収差を補正した高性能なレンズを必要とするが,

レーザの場合指向性が良くレンズの中心部のみを使用するので,

単純なもので卜分高い分解能が得られる｡

(c)経済性

単純な光学系でよし､二と,光の利用効率がよいためS/Nが高

くとれ後段のアンプが単純化するなどの理由からコスト低減が

できる｡

5.前処理および文字判別の方式

図5は子吉き文ナナ:のJfり定‾方式のフローを示したものである｡

光電変授部で電左ミ仁子号に変捜された文字パターンは,前処理部

で図6にホすように中心線だけの細めパター｢ンが柚こ1iされ,判定

論f里部に送られる｡判右論理ではこの細めパターンから8‾方向の

方向コードのチェーンが畑山され,二のチェーンコードとあらか

じめ用意されている判定辞‾詐との比較が行なわれ文字の判定が行

なわれる｡

手書き文字判定にあたっては,特に図7に示す卦き方の農本ル

ールのもとで古かれた各椎の文字を判定できるようにチェーンコ

ードの柚,LH､辞書の内容が考寝きれている｡

括字文字の判定方式はマッチング方式と呼ばれている方式が才采

用されており,入ブJされる未知パターンとあらかじめ判定論理の

小に用度されている標準バク【ンとの重ねイナわせの程度により文

字の判定が行なわれる｡標準パターンとしては最大50椎頬の文字

圭で判定できるよう設計されており,読み取る文字の下休や字柁

が変わった場合には標準パターンの内容を変えるだけで認識でき

るという三桔良をもっている｡

*
*
**
*
*
*

****

①1rテニずつ馳す

②線を閉じる

④飾りをつけない
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*
*
*

**

*
*
*

･
事
*

･
不
*
*
*
*
*
*
*

**

*
*
*

(a)悦パターン

[勾6 細 め

j■い例

【コニ]カ麺

直亘Ⅰ至匝垣

回ラ甘71う

ーJ

絹l
-

*
＼
*

一】.11十■■
*

PTS

(b)細めJ)れた′ギターン

処
.哩

鎚此坦

死獅
図7 子吉き鹿本ルー｢ル

(1)

(2)

データ編集用シート(a)

一･':‾1Ⅹ)
1ト1

1すイ1】2川T■｢l=1二＼)

/シ
ナ†L

3 _1 ･｢う

ノい､:
1

(l.2 Ⅹ】

4/
7‾/二7､.乍■∴ト小_

⊃

6+十∴･-ト∴

7 ‾

l■1)こ1

アウト7ノト て†一マノト

X X X
シート ライこ ‾7ロ､･/ク

X X X

シーケンスr封〕宣子一一夕

′ X X､
1ダノウり三■ユタトワニ‥エ√･一肌工一i-ン

X X X X

フ′-てわソト りスキャン

X X

7ウトプ･′いiり､ンニがシート竹イ､ンニの七き1,ライン附､∵の上さⅩ,

フォー-マリト什灼が1純実員のとき1,2帥努前のときⅩ

テ‾-‾‾タ･セバレー一夕･シンポ/しの仲人

シ｢-トンンポル,ライン･シンボル.プロソク･シンポ′し仲人す

るとき1,lノないときⅩ

(3) エラーー･フラグの仲人

エラ‾ありなLのフラグを挿入する亡き1,エラー内7i真心‾7ラ

グ仲人のとき2,エラーフラグ仲人Lろ.･いときⅩ

(4)シーケンス番ぢ∴ いi】滋データの仲人するとき1,Lなし､ときⅩ

(5) てカリタ1偶のとき1,2仰のときX
‥シェア トシートの読叶い)続行のとき1,小断のときⅩ

マシン･エラー1こダブルフィード,ノ=レファ レン ス)でスト ‥′フ

させる と き1,スト･･ノブきせない±きⅩ

エラr‾･シーート 川シJェク トンート)でス ト･ノブさせるとき1,

スト ソフさせないと きⅩ

(6)サム･子_1､ソクの指1上をする｡必要ないときイま知㍉言+人とする

(7)フォーマ･ソト･コントロール梢コーー･卜を仲村する七き1,

仙椚しない± さⅩ

■j スキャンするとき1,】〕スキャンしない上きⅩ

ブロック用フォーマットシート(b)
プロ･′トナェ′■′' ぎ了教 フィ マ･′萱､jl各一り一

X

X
Sノ■rop sTART

抑Ⅵ

丈J戸数

4 3 2 1

11l
4 3 2 i

2.F-i.≒,左上姓 -て‥L十
(1.2Ⅹ)(123)

･■し- ノ て

〔1X)
3∴7口

′ツrノーi汁ご-【

4･【7コ
′ソJ▲1上ノ+■二致

5.‡い

r千

/＼1L′

･クノ‾･_んl

溝を箪三三王;;三吉三
■.干とトは十7ロ′･十)

ソイキュヰし′ケ

X =

(1) プロ･ノク･チェリクグ)指1上のとき,1行【‾_1のみ-;+入する

(2)ト.1fわく7mm未満のとき1.7m山1トグ)とき2,杭ノj･二のときX,敗

′j一二のとき1,括′ト英数ノ?:/チ‾.1‡;言+リ･のとき2,括′i`ニマルチのとき3

(3) シートイ】‾端か-､フグ)距離(mm)

(4) そのプロ･ソク内の文てj･二数

(5)特殊記号をそのブロックの{,■か⊥'フ付けたトiに入れるかを指1上する〔

必要ないときは無記入とする､=.

(6)(7)アイテム内の丈′ト数をi言L入する′,必要ないと.-きは撫亡iJ人とする｡

(8) 7イテム･チエ､ソクグ)指定をする｡必要ないときは軌言亡人とする(_,

ヘッド用シート(c)

1.

2.へ ′ダ∴テーー一夕

3.州立チータ

4.シーーケン1蕗り･

♂ββ♂β

r､ズ18 フォーマット制御鞘シート
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納 品 書(H-8959手書OCR)
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1.帖渋+川ト リ 汚揃したり･_ない二

2.牡`ト+川j維亡二Il‡二〈ニヒ.-ノ
3.`L【-+=Ⅰし｢主ぎご■7てiて(HB.F,B)を=い】る二l

川9 帳 票 見 本

6.フォーマットコントロールの方式

OCRで取り拭う帳票は,機械に読み取らせるほかに人間が通

常の業務に傾用して伴いやすいことが必要条件となる｡したがっ

て,読み取る帳票のフォーマットに関しては多様性が要求される｡

本装置では読み取る各縄の帳票のフォーマットに従って,紙送り

やスキャナの動作や紙テープにせん孔する形式を制御するために

図8に示すような3椎類のフォーマット制御用シートを読み取り,

このシートに善かれている情報に従って装置の動作を制御する方

式を採用している｡

以下この3柿頬のフォーマット制御稲シートの性能について簡

_Lilに述べる｡図9は帳票の見本を示したものである｡｡
(1)ヘッダ朋シート

ヘッダ用シーートは,読取りの行なわれた年月臥
バッチNo.,

支店コードなどヘッダデータとして使用される国定のデータを

読み取った情報とともに紙テープにせん孔するために飼いられる｡

(2)ブロック用フォMマットシーート

ブロック用フオ】マットシートは帳票に記入されている文字

を読み耽るために必要な情報を指示したり,読み取ったデータ

のチェック方法(たとえばけた数の子ェックなど)の指示を行

なうために使用される｡このシートにより指示できる項目とL

ておもなものは次のようなものである｡

(a)読取行数

(b)読み取るべき文字の善かれている帳票上の位置

(c)読み取る文字の字稗,字体

(d)読取文字数

(e)チェリクの椎貰白

(3)デ∬タ編集悶シート

データ編集用シートは紙テープせん孔様に出力するデータフ

ォーマットを指示するためのものである｡

7.システム設計

7.1システム設計上の問題点

手書きOCRによるデータ入力は,

(1)人力朋帳票作成のために特別な装置を必要としない｡

取消

(2)手書き文字の記入はだれにでもできる｡

(3)扱う帳票の大きさ,フォーマットの自由度がカ【ドに比較

して格段に人きい｡

などの利点がある反乱 他の入力装置とは多少毛色の変わった特

性一人問との関連が非常に大きい一-を持っている｡すなわち,

(1)帳票は人間にも,機械にも読み取られる必要があり,記入さ

れた文字の品質はこの両者の要求を満足するものでなければな

らない｡

-一般に帳票に苦かれた文字を識別する能力は人間のほうが格
段にすぐれており,残念ながらOCRと人間を比べると雲泥(う

んでい)の差がある｡したがってOCRをうまく使うためには,

ある程度人間のほうが機械のほうに歩み寄る必要がある｡

(2)帳票は現場で必要事項を記入し,OCRに入力するまで通常

の伝票と同様な扱い方がされるため､i引員､破損などのおそれ

があり,伝票の取抜い方の良否がOCRの性能と密接に関連する｡

(3)カードや紙テープ入力の場かこは必ずペリファイを行なって

いる｡二のことは佃にOCRが人間と同じ性能を持ったとして

もなんJっかのペリファイを必要とすることを意味Lている｡

OCR(7)ペリファイに相当するものは,OCRをバックアッ

プするシステム(運用面での)とソフトウェアということにな

り,この子ェックシステムが必要である｡

以上のようなOCRシステムを有効に使用するための問題の中

から特に手薫き文字記入の教育について以下簡単に述べる｡

7.2 手書き文字記入の教育

手書き文字読取りの信頼度を上げる茸をも効果のあるものとして

書き方の教育がある｡教育のやり方としては,

(1)文r‾章二の書き‾方のルールブックを作って説明する｡

(2)練習帳による練習をする｡

(3)くせの直らない特定の人に対しては,読取結果を示して

どこが悪いか具休的なフィードバックを与える-できれば

読み取るところを見せる｡

などのf那皆がある｡

図10は本装置による手書き文字読取率と教育の程度との関連

を示したもので,約70名の記入者を三つのブル∬プに分け,段階

を迫って教育の杵度を強めていった場合のデuタである｡

41



H‾8959形光学文字読取機 日立評論 VOL.54 No.12 1082

由国
りジュクト
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艶子f3【u川

ミ11ノート子‡

図10 教 育 効 果

鞍

モ＼

り

∴＼

教育の程度は次のとおりである｡

1回目肌手書きの基本ルールを各人に配布して読んでもら

う,特に説明はしない｡

2回目‾一手書きルールの内容を3分程度説明し,薫いても

bつ｡

3回目一前回までに目立つ不良例を示し,さらに各人に練

習してもらい(約40字)不良点を指摘する｡

この結果,教育の効果が非常に大きいことは明らかである｡特

にフィードバックを与えることが重要な要因のようである｡

7.3 システム設計の例

図‖はあるパッチ単位にまとめられた原票を読み取り処理するシ

ステムの例である｡このシステムでは原票に一連番号(全原票を

通じてユニークなもの)をあらかじめ印刷してあるものを使用し,

次のような手順で処理を行なう｡

(1)データの読込みは複数のバッチをⅣ一括してホッパに入れて

連続的に行なう｡

(2)リジェクトが発生した場合にはオペレータがキーボードよ

り訂正する占

(3)オペレータが修正不可能なものおよぴ2枚送り,チェック

ディジットの検証などのチェックにかかったもののみリジェ

クトスタッカに落とす｡

(4)ヘッダシートがリジェクトスタッカに落ちた場合のみ読込

みを停止して,修正,再読込みを行なうースタ､ソカに収容

後バッチがくずれるのを防ぐため｡

(5)読取りの終わった帳票一リジェクト,アクセプト両方とも一

にはシリアルナンバを印字する｡

(6)紙テープにはリジェクトデータについても,せん孔してお

き計算機に読み込んだときエラーファイルを作る｡

(7)リジェクトデータは紙テープ,カードまたは書き直しなど

の方法により計算機にまとめて再入力する｡このとき,前の

エラーファイルの中のデータと修正分として読み込んだデー

タを一一連番号をキーにして差し替えて修正を行なう｡

連番号は印刷のため読取精度は高い｡

(8)原票については,リジェクトされたものをOCRで印字さ

れたシリアルナンバをもとにパッチに戻して保管する｡
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畷票

HDR

付生

ナンバリング

7クセ7■卜

国

編集

ナンバリン

KEYにして

分を戻す｡

グの番号を
りジュクト

HDR

一連印刷
NOをKEY

エラーーファイル
リ スト

国
し------V------/

パ･ソナ内の原票の
川副引ま読込み前と
同じ

図11H-89590CRのシステム例

ニのシステムでは,エラーの回復を原票上に印刷された一連番

号をキーにして行なう方法をとっているか,システム設計にあた

つては,

(a)OCR側で州夏すべきエラーとCPU(中央処理装置)に

読み込んだあと,検出,回復するエラーをはっきI)分けて

おく｡

(b)CPUに読み込んだあとエラーがわかった場でナに,原票と

の対応が簡単につけられるようにしておくこと｡

が必要である｡

8.結

本装置は光電変換部にレーザを他用したことおよび文字認識部

に新しい方式を採用Lたことにより,低価格でありながら高いパ

ーフオ】マンスをもつOCRを実現させることができた｡

レ】ザをOCRに使用する試みは今後光電変換部だけでなく,

特徴抽出,判定の分野にもJ上がると思われる｡また,レーザの偏

向技術が進めば,さらにレーザスキャナのOCRへの応用が広が

るものと期待される｡

OCRは今後,低価格,高パフォーマンスの方向への要求が強

くなると思われる｡この要求に答えるOCRを開発することが今

後のOCRの発展につながると考えられるので,OCRメーカー

として今までの経験,技術をもとにさらに次元の高いOCRの開

発に努めたい｡

拉後に,本装置開発にあたり,椎々ご意見をいただいたユーザ

ー各位に対しお礼を中L上げる｡
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